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日 本 産 ト リ カ ブ ト の 分 類

斎  木  保  久*

The review of taxonOmy of Japanese monkshoods

Yasuhisa SAIKI*

トリカブトはキンポウゲ科 Ranunculaceaeの Aεο″″r″′″属に属する植物で,特異な美しい紫花をもつ

山草であり, また根は母根と娘根をもち年 更々新する殊態を呈する。北半球の亜熱帯から温帯にかけて広く

タタ
し,極めて

夕す
な植物として知られ矢毒として用いられてきたが,中国では極めて重要な薬物として

鳥頭 (母根),附子 (娘根),天雄などの生薬が神経痛などの鎮痛薬や起死回生の妙薬として用いられてき
た。

有毒成分の研究は極めて多く, acOnitine型 の数種のアルカロイドの存在する他, atisine型の低毒性アル

Fig.1 Fig.2

Fig,1 トリカブトの塊根 左側は母根 (,烏頭),右側は娘根 (附子)を示す。
Fig.2 トリカブトの花  a花 の側面 b雄蕊,右側は無歯で無毛のもの,左側は有歯で有毛のものc

蜜槽 (退化花弁), d果実

カロイドが含まれ15)またyokonoSdeの 存在が報告されていたΓ
しかし成分と植物分類との関係は極めて複雑で,通常のアルカロイド含有植物では種類の特徴を示す化学
成分
3ゝ

あるが, トリカブトの種類においては,同一の形態を示す植物でも産地の違いに著しい成分の違いが
あり,例えば青森県の下北半島のような狭い地域においてすら二つの成分の異るものが報告され,acOnitine
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と jesaconitine2を それぞれ主成分とするものの他,これらの aconitine型 の猛毒成分を含まずきわめて低

毒のものがある。

また,こ の類の分類は極めて困難で,植物の外部形態,内部形態ともに変化が多く明快な解決法は見当ら

ない。科学以前の時代でも,こ の事は了解されていて,中国では鳥頭や附子を用いるには四川省で地域を限

って栽培が行われ調製法も工夫がこらされて毒力の一定のものを得ていたし,アイヌ民族も形態の似ている

野生品の内から毒力の強いものを探し当てていた。

従 来 の 分 類 学 説 に 対 す る 意 見

トリカブトの分類は非常に難しく, ヨーロつパでも 4ιο″″′″′″″αpιιz%s LINN。 といわれる種類にも

多形が認められ細分や統合が行われているが, 日本でも全く同様であつて,Thunberg,Leveille,Vaniot,

LT邸 鷺藤 狡 慇 コ t馴 編 ぷ l繁及飩 バ 驚 霧 曾鳥111雛 [苗見

ば, 日本産のトリカブト類 (レイジンソウ類を別属 Lyοσ′ο″″π として除く)は約60種があるが,彼自身

の発表で最終論文に記載洩れまたは無視された種類や,他の学者によって発表され中井によつて無視された

り混同された種類,および中井が裸名のまま科学博物館所蔵標本に与えた種類を含めると約75種がある。

発曇t言葬種据峯藝督嘉][,お程T舞募(管峯LFの
分類の再検討に取り組み,その成果を号生図入りで
千改変したものを北村らは著書の図鑑に採用し,こ

の問題は一応落着したかのようにみえる。

しかし,こ れらの分類に対して,野外観察を充分に行えば,いずれの分類も些細な識別点をとらえて,程

度の差こそあれ機械的に細分が行われており,個体変異や環境による変化を種と誤認してレ)夕
部分が少から

藤亀易 iλ鷹ちII:こ碁i3募璽軍|まi:書lこ Iは I:視;:[[:EI∫司ilttifil「 熱::有1:鷲 lサ 11會 ;薫言

るが,田村,難波も同様の誤りから脱却しておらず例えば雄蕊,果葉,花梗の毛の特徴について中井と同程

度の認識である。

すなわち,これらの分類では識別点として (1)花序が有限または無限, レ)花梗の毛の有無の性状 (上曲

毛,下曲毛または直毛),い)葉の切れ込み, に)茎の性状,(m雄蕊の性質 (歯牙と毛の有無),{6)枝 の性

質, け)果葉の数と毛の有無,(8)上著の形,な どがあるが,いずれも野外で観察すると種を分けるのには

問題があり,特に (5)の性質は同一花内においても変化がみられ全く意味をなさない。しかし,これらを全

部識別点として認めないと他に顕著な特徴も見当らず分類の方法がなくなり, この点においてもトリカブト

の分類の困難さが了解されるであろう。

日 本 産 ト リ カ プ トの 分 類 の 試 み

9)

筆者は既に トリカブトの分類に対して意見を公表 しているが,本論文では二年前ヨーロツパ旅行の際に行

った各地の標本庫での観察結果を含めて,また以後気付いた知見を入れて述べようと思 う。

さきに述べたように, 日本産 トリカブトの識別点には不安定な形質が多 く,有効な決め手がない。ゆえに

筆者は比較的安定とみられる葉の形状を重視し,こ れに花梗の毛の有無 (毛の性状ではない)を加味し他の

性質を含めての綜合判断と,産地を考慮しつつ植物の変異を追ってみた。

その結果は図 3に示すようであり,ヤ マトリカブト群の種類では九州から中国地方に分布するものはタン

ナ トリカブト Aσο″
`″

%π ″α″ル″″ιι LEV.et VAN。 (SenSu NAKAI.以下 同様)と呼ばれる形であつ

て葉は三全裂しているが,産地が北上するに随って葉の切れ込みが浅 くなつて深裂型に移行しヤマ トリカブ

ト A.プαp。″Jσu″ι THuNB.(花 梗毛のもの)と カワチブシ ス・ g″ ss′グι″″αιzπ NAKAI(花梗無毛型)

になり,さ らに北上して中裂葉をもつハクサントリカブト A.みαたπsα″ι″sι NAKAI(花梗無毛型)と オ

クトリカブト A.s“ιι%″ιαι
“
π NAKAI(花梗有毛型)に漸次移行して,こ れらにはすべて従来独立種と
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して記録されている中間形があつて

連続している。ところが,こ の群の

最北に分布している型のオクトリカ

プトは,これと分布域の重なるエゾ

トリカブト A・ ノιsοι″Sι NAKAI

とは葉形 において著しい対照をみ

せており,後者は去口って南方型のタ

ンナトリカブトに酷似している。そ

れ故,こ の不連続を重視して筆者は

エゾトリカブトとこれらヤマトリカ

ブト群との間に種の差を認め,ヤマ

トリカブト群を一種内の変異と見倣

したい。またエゾトリカブトとオク

トリカプトとの間には中間形を見な

いのもこの論の正当性を支持する。

また高山性の種類では,極めて多

数の種類の報告のある長野県白馬岳

において観察した結果は図 4のよう

であり,別種として記載されていた

多くの高山性の種類は, これまた完

全に連続して変化しており唯一種の

ホソバトリカブト A.sι″α″″S′

NAKAIに包含させることができ,

自馬岳では観察されないが,山梨県

北岳では葉の細裂した極端型とみら

い0′
Fig,3 
経君と/空尾よ豪21M理的関係(図中の
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れるキダタケトリカプト A.カグた″力′″s′ NAKAIも産地の高度を減ずるにしたがい典形的なホソバトリカ

ブトに近づいて来て識別困難となる。また北海道産のヒダカトリカブト 4.α′οJι″S′ NAKAIと キタダケ
トリカブトとの差は微妙であり,著しい隔離分布の他には,差はなく遺存分布を考慮すると, これまた種の

"誠 `ど
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差を示す根拠を与えない。

この様な類推を操返して

今迄に発表された種類を整

理してみると種の段階で識

別されるのは極めて少く僅

少の種のみが認められる。

かくして筆者は6種 8変種

のみを認める見解に到達し

た,以下これらにつき特徴

を述べる。

1)Aconitum sacha‐

linense FR.SCHMIDT

カラフトブシーー葉は五全

裂し小葉に短短柄があり葉

の切れ込みは細長く,葉柄
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Fig,4 ホソバトリカブトの生育地の高度にもとずく変異 (図中の
種名は Sensu Nakaiiに よる)
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は葉身より遥かに短い。茎は直立して頂生の無

限花序 (下から咲 く)を つけ,腋生花序は茎に

ほぼ直角に水平方向に出る殊態がある。塊根は

極めて太 く長さと直径がほぼ等しい。

北海道北部から東部の湿地に分布する。―一

樺太にも分布。本種に似たものにはヨーロッパ

産 A.″″′どクイS LINN.があり,多形であるの

で比較検討の必要が痛感される。

4.グ″ο‐sιゎα′〃′″ セイヤブシ MIYABE et
TATEWAKIは 本種の極端品と考えられ果実
の毛のあるのみ異点であり北海道幌延の原野に

産する。

var.compactum MIYABE etTATEWAKI

リシリブシーー母種に比べると遥かに小形で腋

生花序はなく葉の切れ込みも深裂となつて短柄

を殆ど生じない。高山帯の草原に生じ花は濃紫

色で一般に植物体は多毛である。利尻,礼文両

島 |ご特産する。この種類はカラフトブシよりも

エゾホソバ トリカブ ト ■.sι″α″′″Sι NAKAI
var.y″α′‐ι″Sι  SAIKIに近縁の疑いがあっ

て独立種の可能性が強 く,精査すべき必要があ

る。

また中国東北地方 (満州)に産するヒメ トリ

カブト A.′′,ο″α″ι力%′″ NAKAI も本種に極
めて近い。

Sept  l. 1974

Fig,5 日本産トリカブトの分布

2)Aconitum yesoense NAKAI エゾトリカブト ー Syn ■ εο′ッ′′ιらグメσ″`ι′7' NAKAI, A
′κ′′Lsε″″′,, NAKAI, ■.″ιαι′・0ツιSO′″S′ NAKAI Jヒ 海道の平地や低山に多い種類で葉は三全裂し

小葉は有柄である。花序の性賛,花の大きさ,茎の性質など極めて多形であって変化に富む。

塊根も jesaconitineな どを含み有毒なものと, これらを含まず無害なものがあって,産地や土質による

ものか僅かな差で区別される種類の違いによるものか精査の必要がある。本種は北海道に特産する種類と考

えられているが,満州に分布するホザキブシ ス.た″χ″ιz9∫ゴガKOMAR.に 極めて近 く,別種ではない。

3)Aconitum japonicum THuNBERGヤ マトリカブト (広義)一一本種は北海道の半島部から以南
の日本各地に分布し南限は霧島山塊である。極めて多形で特徴は簡単には記述できない。幾つかの地方変種

を筆者は認めたが,地理的関連も認められるので亜種とする見解も成立つであろう。
var.japonicum THUNBERG(狭 義 )オ ク トリカブ ト (二名法 で用 いるときは単 に ス.ノ″ ο″″εZι″′

THUNB. でもよい)一 Syn  A. s“ らσ
“
″ια′″,ι NAKAI, ス.α′2“ι″sι NAKAl, A.れ に″ιヵ′″sι

NAKAI, ■. 0た″ッα″″J NAKAl, И. χ″σ6αフ・レグ NAKAI, A.″ ″プカ′2αゴ NAKAI, ■. λ′sα″″ブイ

NAKAI, 4.滋 sみ″′ο″ιο″ια″″π NAKAI一― 一般に東北地方と新潟県,北海道半島部に分布するが,
東京都御岳山にも隔離分布する。花梗は有毛で太平洋に近い所では一般に直毛のものが多いが (セ ンウズモ

ドキ, ウゼントリカブトの形),曲毛の生ずることもあり両者混じる所もあって区別の必要はない。葉は大
2)

形で切れ込みが浅い。成分的には jesaCOniti■ e を特徴成分とするが,新潟県のものではこれを認めずかえ
つてヤマトリカブト (狭義)に近い。また東北地方では産地ごとに成分が異っていて成分と分類の関連には
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困難な問題が残されている。

本変種の学名については田村,難波の努力に負う所が大きい。筆者も Swedenの Uppsala lこ ある
Thunbergの標本を見る機会を得たが,オクトリカブトであることを確認した。
var,kitakamiense SAIKI et HOsoIキ タカミトリカブトーー花の色の変つた トリカブトで,花は
緑色を帯びた自色で乾燥すると淡黄色となる。葉は本来の形のものである陰地生育のものは三全裂している

が,陽地型は三中裂し葉形に変異が多いため仮に変種とした。北上山地に僅か産地があり,更に精査する必
要がある種類である。大井によれば別種として大陸系の黄花種のグループに入れる方がよいとの事である。

var. hakusanense SAIKIハ クtトントリカブトーーーSny. A.屁滋″sα′7ι″Sι NAKAl,A./2ο力
“
,った
“
ι″sι

NAKAI, 4.′ι″″ι′,sι  var,′グχα″′″s′ NAKAI, 本変種はオクトリカブトに似て レヽるが,よ リノlヽ形
で,花梗が無毛か僅か有毛の点が異っており主として本州中部の日本海側の山地に分布している。サンヨウ

`y有

彗ご17首i‖i翼ンItth珊L:二2雀露輩ヂ軋 ミぼ ,7漸緬蜀魂
井県勝山市赤壁産の中井の鑑定によるサンヨウブシの本体も本変種である。

var montanum NAKAIヤマトリカブト (狭義)――― Syn 4 ルタι・r%′′,.NAKAI,■ .メιグJブー
p′′ゴs NAKAI, A.力αたο″ι′2sι NAKAI, ■.夕α′ηみαたο″

`″
sι NAKAI, ス.グ s方ゴ″χ″たαグNAKAI, ス.

S′″α″
`′

,Sι Var.σク,″″グルタ,2 NAKAI, 4.″ s″た
“
ι′″sι NAKAI, 4.7''0〃

'OS″
 NAKAI, 4.″ ι″Jss`‐

7'ι%″ι NAKAI, A. たοらαs″′″sι NAKAI, ス. ″,′たたι″sι NAKAI, A. οz′′,sι  NAKAI, A. υど″J_

ル 7‐ル`NAKAI, 4.ノ″ο″′`″
′,ι THuNB.var.″ ″グあ

“
″,NAKAI―― 関東地方と中部地方の太平洋側

の地域の山地にみるトリカブ トで,分布は低地から亜高山帯に及び変異も著しく多い。葉は深裂するがとき
に浅くなり全裂しない。花梗には曲毛または直毛があり,果葉も有毛または無毛,花は淡紫色である。
ヨーロッパの標本庫では本変種を ス.″,7σレαι%″,LINN.と いう北ァメリカ産の種類と同一視している
が,デンマークのコペンハーゲン植物園標本庫でみた 五.″″ιJ″α″%″ιの標本は極めて日本産のものと似て
居 り,次変種の群馬県妙義山産のものとは特徴が完全に一致 して居て産地のデータを見なければ見分けは困
難である。筆者の様に種の見解を広 くとればヤマトリカブ トは広義の A.″″″′

`α

ル′′ι LINN.に 含まれて
もよいであろら。

var.zigzag SAIKI カワチブシーー Syn.ス .χ Jgzαg LEV.et VAN,A.g′‐οssF″ι″″″″ι NAKAI,
A. 餡た″′″プゴNAKAI, A.々ο″ιαιs″J NAKAI, 4.s″ψι′,S″″ι NAKAI, 4. カグsみググαゴNAKAI, 4.

`′

4SS″ιS NAKAI, /1.′ ′ιι″ιι″′,αει″,2 NAKAI, A.″ったノ′οたたS var ″́ ό″′
`“
π NAKAI,ス .

α滋′ι″sι NAKAI, ■.″ 2α′s″″″″ι NAKAI,■ .″″′
“

yα″ια′NAKAI一 本変種はヤマ トリカブ トの
花梗に毛を生じない型で,栃木県を北限とし四国にかけ分布している。前変種との中間形も観察されイブキ
トリカブ ト A.′ι%たグ′″s`NAKAI タンザワブシ,A.″″g″ Jι%″″″,ι NAKAIと して記録され, また丹
沢山ではハクサントリカブ トとの中間形も見られる。

シコクブシ ス.g″οssグル″″αι%′′,var.sたグλο″α″″″ι NAKAIは葉の細裂型で固定した形質のようにも
見られるので変種としておくのが穏当のようである。サクライウズ 4.餡λα紹グ′NAKAIは原標本をみる
と奇形で下等の円いものであリカワチブシの極端品であって別種ではない。

var.napifOrme SAIKIツ クシトリカブトーーSyn 4.″″げb″′,2ι LEV.et VAN.,■ .“物 ″ιみ″″
KoIDZ., 4.sα″′″′″s′ NAKAI, A. 滋sみゲ′ο′NAKAI, A.ι ′́ んyルフ,2 NAKAI, ス.ιοた

“
sα″′″s′

NAKAI ?,4.″たαググNAKAI本州西部から四国,九州に分布する種類でヤマ トリカブ トに似ているが葉
は完全に切れ込んでいてエゾトリカブ トに近い葉形となる。成分は hypaconitineを 主成分とする。

8)

4)Aconitum senanense NAKAI ホソバトリカブト
ー
Syn. 4.″´クο″グεZι″2 NAKAI, ス.

π′″α夕ψο″″r2ι
''多

 NAKAI, 4.ο ιグ々″′でsι NAKAI, ス. άルググεο″ NAKAI, 4.s■ ″ι″′οらα″
NAKAI, 4.="ο ″ο″

`ψ
ι′ルS NAKAI, 4.″′ιπ″ιλz″2 NAKAI, ス.sのりιι222“ψ″,' NAKAI

*大井次三郎談,佐竹元吉より伺った。
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A・ λりたι″αル″' NAKAI一一 本州
の高山に分布する種類で,花は濃紫色で茎の上半に著しい毛があ

り,頂生花序は撒房状になることが多い。典形的なものは前種と区別し易いが,低山へ下降して生育してい

るものは大形になり葉の切れ込みも浅く区別が困難になってくる。中井は無限花序をもつものをハタザオブ

シ亜属に入れ,有限花庁のものをトリカブト亜属にそれぞれ配置したが,群落を観察するとこの区別は意味

がなく,また花梗の毛が直毛であるか曲毛であるかも全く意味がない。

本種の分布は飛弾,赤石両山系の妙高山などの他,東北地方の飯豊,朝 日連峯に分布し他には見ない。富

士山にも分布せず, この山のものはすべてヤマトリカブトの高山型である。

var.yuparense SAIKI エゾホソバトリカブトー
Syn.A.ノ″″

“
勿Sι TAKEDA, A.ノα′磁χα″J

TAMURA et NAMBA, ス.″)ο′ι″sι  NAKAI, A.たゴ滋滋ι々ι″sι NAKAI――― 葉は著しく細裂しノト

形の草本で,北海道の高山帯に分布し,本州では北岳山頂付近のみに隔離分布する,北海道のものは大雪山

系, 日高山系と他の地域で僅かの差があり,それぞれ別種とされてきたが,種的な差と見依し難いので統合

した。キタダケトリカブト A.たグ滋あたι″sι と北海道のものとの間の決定的な差を見付けることができれ

ば,こ の変種は別種となり三つの山系のものはそれぞれその下の変種とする見解が支持されよう。今後この

点を追求してみたい。

5)Aconitum sanyoense NAKAIサ ンヨウブシーーSyn ス.′グιグら″ιπs`NAKAI A, sα4ヵ′πsι

var.ιル″′α′″″ NAKAI―一 本種は本州中部以西と四国に分布するブナ帯の植物で,大形のトリカブ
トで葉も大きく切れ込みが浅く脈は著しく裏面に凹み,全株無毛で花部ことに等の外面に全く毛がない。花

は淡紫色である。一見オクトリカブトやハクサントリカブトに似ているが花梗や剰脈上の毛のないことで識

別される。無毒種で,かって勝山附子の名で薬用に供されたものと考えられ, 落合らによれば猛毒の
1)3)

aconitine類 を含まず hypogna宙 neを主成分としている。本種はヒマラヤの A.palmatum DoNに 非
常に近似であり比較検討の必要がある。

var,lonense NAKAI ジョウシウトリカプトーー Syn.A.″οηι″sι HARA―― 果葉に毛を密
毛し葉腋に腋芽をもつもので, 本州中西部に分布する。本変種もまた無毒種で ashiObase を主成分として
3)

いる。

6)Aconitum ciliare DC,ハナカズラーー Syn.五 .プα′ο″ο υο′Zι′′ι TAMURA一一 蔓性のトリ
カブトで九州に分布している。茎は若時著しい長毛を生じ他のトリカブトに見ない特徴を示す。田村は新種

として記載したが, アジア大陸産のものとは種としての識別の根拠が弱いので中井の見解に従った。

トリカブトの分類は大変に難しく,仲々良い結論に到達しない。これは日本だけの問題でなくヨーロッパ

でも同様に混乱しており,それ故全世界のトリカブト類の整理を行わないと解決しないと思われ,国際間の

学術交流が望まれる。ことにわが国と隣接している中国やシベリヤなどの地域のトリカブト類の整理は寄与
6)

する所が大きいであろう。インドのトリカブト類は Kirtikar,Basuの 著に図解されているが,花の形質,

ことに上等や蜜槽 (退化花弁)および塊根の構造に著しい違いがみられ識別は容易である。筆者はこれらの

図が拙劣のため差が不正確に拡大されているとの印象はもつていたが, ヨーロッパの標本庫でこの考えは否

定され,イ ンドや中国の奥地のトリカブトにはそれぞれ著しい差異をもつものが多く, 日本産の種類のよう

に識別点を探すのが困難なものとは事情が異っていることを知った。この事はまた日本産のトリカプトが僅

少種よりなるという筆者の見解を支持するであろう。

日本産の種類と成分の関係も難しい課題であるが,こ の問題の解決からもつと正当な分類ができる可能性

もあり, また染色体の問題もこの解決に有効であろう。今後これらの点にも着手したいと考えている。

従来の分類に比べて著しく種を減らしたので,減 らし過ぎた感もなくはない。多少増えて十種内外の線に

落着くのが最も妥当の線の様にも思えるので疑問点は今後解決したいと考えている。

*科学博物館の標本による。
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最後に書き忘れた種類を一つ追加する。ヤマ トリカブ ト型の一種で筆者がソウマトリカブ トと仮称 したも

のがある。これは福島県阿武隈山塊に限って産し葉が三全裂する種類でヤマトリカブ ト (広義)の分布方式

と矛盾するものであつた。また同様なものは東京都高尾山にも分布しているが,その後,科学博物館の標本

中にこの種類が岩手県,宮城県にも分布していることが判った。さきに筆者はキタカミトリカブ トを調査し

た際にこの種類の調査も行 うべく標本に記載された産地を訪れたが,再発見できず野外観察を行ってないの

で結論に到達 していない。しかしエゾトリカブトの南下したものではないかと思惟している。

Summary

ln this papar, the preceeding studies of the present author on 」apanese monkshood(genus

Aσο″′″77Z eXCept ιyιοσ′ο″%π group)are summarized.Species and varieties recognized by the

carlier authOrs were reduced to synonyms of six species and several local varieties by the

author
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3)

4)
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7)
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9)

10)

11)

1の

13)

14)

15)

]|

落合英二,岡本敏彦,坂井進一郎

落

*岩手植物の会 :岩手県植物誌 (1970)p366に 記されている。 シノギトリカブト 4ιο″′
`%π
ノ″ο″‐

グ
“
π var.動ルοgグι″s′ M.KIKUCHIと 同一物と思われる。ただしシノギトリカブトの学名は正式

発表されたものではない。
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